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0 D等問題は， 近年， 全国的な問題として， 各
大学が解決を迫られている共通の課題となってお
り， 本学においても， 早くからζの問題に取り組




京都 大学総長 前 田 敏 男
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京都 大学総長
前 田 敏 男 殿
京都 大学O D等問題検討委員会






















は し が き
大学院への入学が学生個人の自由意志による志
願を前提として行なわれる事実に基づいて 「O D 
の存在は大学の健全性を示すものである」という
意見も存在する。 しかしながら， O Dが近年急増












京 大 広 報
課程を置く国公立の大学院 （医学系を除く）に
対して最近5年閣の 実数に ついての アンケー
ト調査を行なった。 集計の便宜上， 進学年度を
基礎として調査したため， 確実な実数とはいい





統計上不便が あると 判断した 点にある。 現実
K， 医学系にも相当数のO Dが存在する。 コ
当委員会の調査によると，









学系であり， その増加率は， 総O Dの増加率
とほぼ等しし昭和47年 6 月1日現在の実数
が 450名を超えている。 すなわち， 理学系O
Dは全O Dの約1/3 を占めているのである。
従って， 昭和50年には， 7 0 0名を超えるζと
が予想される。
(4) 次いでO Dが多いのは， 工学系および農学





























区 分 1 日系 ｜ 理 学 系 ｜ 薬学 系 ｜ 教育学系 l 文学 系 ｜ 社会学系 ｜ 経鮮系 ｜ 法 学系 ｜ 工学系
OD/Dl 
I 
0. 9471 0. 7671 0. 7111 0. 6941 0.悶 0.4481 0.4イ 0.7661 0.47 
る。






Il 京都 大学におけるO Dの現状
京都 大学におけるO D実数の現状 〔付表B参
照〕と前節で述べた結果との聞には， 強い類似
が見られる。
まず， O D総数 （医学研究科を除く） につい
て見れば， 次のような増加の状態が見られる。
年 度 43 ｜仏 I 4=--1�可 47
。 D 99 145 204 242 291 
前年比増加数 46 59 38 49 
前年比楢加率 0.465 0.407 0.186 0.202 
専門分野別には， 理学研究科のO D数が最多
数を示し， 京都 大学全体 （ただし医学研究科を






鼻寸血 ．ー 良 理 薬 教
OD／定員 1. 000 1.165 1. 000 0.250 
Dl／定員 1. 093 1.212 1. 288 1.088 




































他方， Iで述べた趣旨により， I におけると










































































大学・短大 （国， 公， 私立全部）を合わせる















げ） D Cを経ずに （修士修了または学部卒だけ
で）採用になる教員が多くいる。
伊） 上記の1,889名は医学系を除く国公立だけ







京 大 広 報
区 分 国 立 1,; 、i 立 私 立 計
修士課程 10,719 860 7,888 19,467 
博士課程 4,539 624 2,350 7,513 
上記の需要推定と定員との比から， 次のζと
がいえる。






定員は19,4 67 であり， 教員の新規採用見 込 数































の{A), (B), (C), (D）になる。
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現在， 博士課程の一学年分の定員が約 7,50 0
































VII O M  について
当委員会としては， 実態調査までは行なわな






























































































し， 京都 大学院生 協議会からの 要望もふまえ
て， その他の学内措置についても検討してみた
が， その結果は次のとおりである。
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京 大 広 報
乙の要求lζ含まれる内容は， 教養部と学
部との関係にかかわる複雑な要素lζ関連を











とは， 大学当局者の 重要な責任では ある
が， 教官人事は大学における極めて重要な
事項 であり， 拙速は厳に戒しむ べきであ








が， 現在の京都 大学研修規程によれば， 研
修料は全額前納であり， しかも減免の措置
はとりf尋ないととになっている。




















均10倍を 超えている。 従って， 特殊な 分野
で， 適任者の得られない場合が時にはあると







も， その比は約 2 : 1 となっている。 （す






























































































































に〈付表A参照〕， 昭和47年 6 月1日現在にお
いて， そのような O D の数は1,350名程 であ











～1区分 」～年～～度～ 43 44 45 46 47 
番文学苦 202 員 220 221 224 231 234 218 213 220 221 224 231 
員 111 128 員 118 213 220 221 224 55 (20) 60(22) 80(45) 101 (41) OD 研�；等 ｜ 12( 4) 18(12) 27(16) 36(18) 37(22) 67(24) 78(34) 116(63) 138(63) 9 。前 考｜ X＝仰3) I X＝叩4) I X＝仰6) I X =39側 ｜ x =41 (16) Y =2 ( 2) 
教学言語育
112 95 103 I 111 110 112 
D2現 員｜ 78 86 I 112 ｜定 101 107 107 110 
D 3 I現員｜ 92 定員 98 101 I 107 I 107 107 
ID4以上l 35 ( 8) 46(11) 47(17) 66 (25) 63(17) OD 研究生等 3( 2) 7( 1) 12( 3) 14( 5) 
計 38(10) 54(18) 78(28) 77(22) 8 備 考 ｜ x =31 ( 9) I x =30(13) I X＝制3) 1 X =41 ( 9) Y�l Y =2 Y =4 
法ふす系叫一 D 1 I現員 77 定員 181 ( 5) 185 ( 5) 186( 5) 201 ( 6) 211 ( 6) 

















02 J: : I 







































x = 5( 4) Y= 4( 4 




















x = 7( 6) Y = 5( 5 I 
一10ー
45 46 47 
29 
27( 4) 27( 4) 32( 4) 
13 
27( 4) 27( 4) 
15 
27( 4) 
11( 3) 10( 3) 10( 1) 
2 1 3( 2) 
13( 3) 11( 3) 13( 3) 
X=6( 1) 
174 




216( 6) 222(10) 228(10) 
63(29) 76(36) 78(30) 
4 4 5( 1) 
67(29) 80(36) 83(31) 
X=39(19) I X=47(20) I x =48( 9) 
596 
583(147) 597(155) 632(164) 
545 
536(136) 583(147) 597(155) 
489 
501 (124) 536(136) 583(148) 
183(116) 230(136) 232(131) 
128( 78) 173(110) 225(116) 
311 (194) 403(246) 457(247) 




















x =12(10) Y= 6( 4 
383 




区＼分＼＼～ 年一度一 43 44 主
D 1 現 516 
定 847(155) 907(166) 
定 員 784(146) 847(155) 
03 現 員 391 481 
定 員 711 784(146) 
04以上 66(36) 89(62) 
OD 研究 生等 22(15) 24(22) 
計 88(51) 113(84) 9 





員 260（お） 270(27) 
研
科




2 250(22) 257(22) 
04以上 38(26) 67(44) 
OD 研究 生等 27(15) 42(30) 
7 言十 65(41) 109(74) 
f市 考 ｜ y = 2( 2) X＝刑5) I Y= 4( 3 
員 1,889 
員 2, 431 (313) 2, 551 (348) 
全
員 1. 743 
研 員 2,301(287) 2,431(313) 
究 員 1,207 
科 員 2, 103(138) 2,301(287) 
(78) 04以上 384(183) 514(262) 
OD 研究 生等 149( 82) 197(139) 1 
計 533(265) 111 c401) I 
備 考 I x =242�1i7) y = 16 12) x =344�189� Y= 33 29 
参 考 事 項
S調査対象
凶 大 学院博士課程の学生定 員お よび 現 員
























X=59�45� l Y=15 9 
1,837 
2,641(361) 
2, 551 (348) 




X=415?6�� Y= 51 3 
46 47 
502 493 
961Cl76) 991 (178) 
422 471 
932(169) 961 (176) 
401 
932(169) 
126( 84) 164(107) 
43( 33) 71 ( 59) 
169(117) 235(166) 







89( 59) 119( 79) 
105( 72) 114( 54) 
194(131) 233(133) 
X=87�55� 1 X=114n� Y=ll 7 Y= 11 
2,018 








x =501�287� x =576(297) y = 48 32 y = 55 37) 
学し， 所定 単位 を修得して退
学また は 修了（ 学位取得）し
たのち，定 職 をも た ずに， 大
学において 研究 生 ， 研究 生 に
準ずる身分，も しく は 日本 学
術娠興会奨励 研究 員 として 研
究 を 行な っている者
0 04以上…・……大 学院博士課程入・進学後（ 休
学 期間 を 通算して） 3 年を 超え
て在 学してい る者
S調査・ 集計方法
0 研究 生等のOD…大 学院博士課程 に所定 年限 在
認4 - 11ー
1 . 国立・公立の大 学で博士課程 を置く全 研究科 に調
査を依頼し， 回答の あったものを 集計した 。 た だ
し， 医 学系 ， 歯 学系 ， 獣医 学系の研究科 は 調査の対
京 大 広 報
象から除外した。
2 . 各年度 の現 員 は，原則とし て 6 月1日を基準とし
て 記入した。
3. 実態調査 表の研究科 の系別集計には， 収録した 研
究科 の所属する大 学名を記した。な お， 1大 学で2
つの研究科を収録したものは， 大 学名のあ とに「2 」
を記した。
4 . 各研究科 の集計 は， 次によって とりま とめて行な
った。









人 1 1  9 82 % 
教育学系 グ 教育学 研究科 8 8 100 




































， 17 16 94 
















12 10 8 3  









， 薬 10 8 80 
















工 1 1  9 82 
















農水 8 7 88 
計 78 87$ち
S記入方法
1 .  D l～D 3欄には 各年度毎 の現 員および 定 員を記入
した。な お， 研究 所の 部門を基礎 として 積算する定
員があるときは，（）の 中に内数で示した。
2 . 0 D 欄には， 「D4 以上のOD 」と「研究 生等の
0 D 」の 各年度 の現 員を記入した。な お， その年度
にあ らたにOD となった者を（）の 中に内数 とし
て 記入した。
（注） D4 以上のOD 数には， 外国留学， 病気等で休
学し，その期聞を通算して 博士課程入・進学後3
年を超えた者を含む。
3. 備考欄の 「XJ It., D4 以上のODの 欄にあ げた
数の うち，所定の単位修得認定 済で博士課程に在 学
する者をあ け•t：：.。 「Y」は， 研究 生等の 欄にあ げた
数の うち， 学 内の研究 所等の研究機関で研究生 等 と
して 受け入 れ られてい る者をあ げた。な お， その年
度にあ らたにOD となった者を（）の 中に内数で
記入した。
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教 育 学 系 研 究 科
法学系研究科
事量広大京
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京都大 学0 D 実 態 調 査 表
40 I 41 I 42 I 43 I 44－戸川川471��140141
�� I :: I �： I ：� I �： I ：� I :: 
m 1 :! 1 :! 1 :: 1 :: 1 �： 1 ：� I法
�� I :! I � I :: I ：� I ：� I ：� I ：� 
： －「三日；； ：日と：：ヰ－11一円七戸川ι
咋： I � I �� I �� I �� I �� I 1� I �� I �� I I Dl I :: I �� I 1� I 1� I �� I �� I 1� I �� I �� 








61 3� I 3: I 3: I 
3� I 3� I 3: I 















（注 ） ① Dl～D3の定員の（ ） は研究所（人文研・経済研を除く ） の部門を基礎と して積算した定員で内数。② 研究所に所属するODはその者の出身研究科に算入した。③ 0 Dの （ ） は当該年度における新規のOD数で内激。� ② 備考欄中 「X」はD4以上のODの う ち 所定単位修f認定済の者の数であ り ， 「Y」は研修員・研究生等のODの う ち 関係研究所への受入れ数である。
む3にDT泊 V竺とI 40 I 41 I 42 I必 ｜ “I 45 I 46 I 47 ［；；：町 40 I 41 I 42 I川“I 45 I 46 I 47 
Dl I:: 154�＼品協｜ム）I 7：�22) I ���24) I ���28) I 9��32) 
理 In2\ :: 154� 
学ID31 :: l4o�5o)l54�o9)154�69)[ 5：�16)1 5；�J 6；�16)1 7：�22)1 8ご24]
Dl l :: I品
工 ID21::197：心11
ng I :: 17：�0)\97��4)110：�1�2品品ιめl1 6� ： お） 研研 D 4 以上 D 4 以上川6)1おc20)I 39側！附O)I 70(31)1究1on1欝
7( 6)1 1 1 ( 6)1 22(15)1 30(19)1 36 (23) 9 ( 6)1 10 ( 8)1 14( 9)1 14 (10) 7 ( 3) 
究 OD［研修員等一一ト一一ト－I一一
計
9 ( 5)1 12(10)1 19(14)1 18(11)1 29 (22) 
炉d
<O i!li�li�lr�li! 
叩： I � I � I �� I �： I �： I �� I ：；い；：� 1 I Dl I :: l42�46)147��o)\47��o)\ 4��10)1 5��12)1ム5：�12) I 5：�12) 
薬ID2 I :: I � I � I � I �： I �� I �： I �� I �： ｜ 農 ド2 1 ::142�36) ,42�6)1よ0)1 4�10)\ 4��10)1 5��12)1 5�12)1ふ
学ID31慧I � I � I � I � I �： I �： I ：：い； ｜学 ID3 I:: 136�7仏142�＼）I 4��10)1 4��10)1 4��10)1 5��12)1も
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研究科 別年度 別OD 数調
・(204)
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(1） 理学系学鄭 （大学院 を置 く ） 1 3挙郎
＼｜理42 年昭和度43 年昭和度44 年昭和度45 
教 授 387 397 410 419 
助 教綬 387 396 412 423 
講 師 14 1 0 1 1 10 
助 手 531 541 564 575 
(2) 理挙系学部 （大学院を置かな＇ ＼） 1 2学部
＼｜豊富421探必｜理“ 年昭和度45 
教 授 240 267 286 295 
助 教授 228 245 262 273 
講 師 10 2 1 2 
助 手 125 159 182 197 
(3） 教育系学部 （大学院を置 く ） 8 学節
年
昭和度46 
427 429 9 586 
年
昭和度46 
302 279 2 203 
＼＼｜控42 理431理441��451理46
教 授 1 08 llO 1 1 1 1 1 3 117 
助 教授 1 13 1 16 117 1 17 120 
講 師 3 3 3 3 2 
助 手 68 70 72 72 69 
性） 教育系学部 （大学院を置かない） 32学部
�I理42
教 授 1 , 403 1,448 1 , 498 1 , 544 1,608 
助 教授 1.559 l, 562 1 .  568 1 ,  565 1 ,  567 
講 師 145 134 122 108 89 
助 手 321 321 308 289 265 
396 
大 広 報
(5） 教 養 郡 24教養部
＼ 年昭和度42 年昭和度43 年昭和度44 
- 23 -
教 授 504 512 595 620 637 
助 教授 494 559 569 562 665 
講 師 25 22 20 22 22 
助 手 92 94 95 97 100 
参考事項
集計方法： 国立， 公立大 学の全ての理 学 部 （ 文理
学 部， 理 工学 部を 含む）， 教育学 部（ 学
芸 学 部， 文教育学 部を 含む）， 教養部
（ 教養 学 部を 含む）に調査を依頼し，
回答のあったものについて集計した。
集計した 学部数 ， 教養部数を 各表に 表
示した。




項目 任用前の 所属 任 用 前 の 身 分 任用 の方法 ［＇職
項目 任用前 の 所属 任 用 前 の 身 分 任用 の方法
＼ 
任用数
学 内｜ 学 外 A I B I c I D 非公募 ｜公 募 名＼ 任用数 学 内｜ 学 外 A I B I c I D 非公募｜公 募
42 教 授 20 13 7 19 1 17 3 42 教 授 3 1 2 3 2 1 
年 助 教 授 26 16 10 25 1 21 5 年 助 教 授 23 5 18 22 1 21 2 
度 専 任 講 師 12 5 7 9 2 9 3 度 専 任 講 師 15 15 8 1 2 4 13 2 
助 手 82 50 32 11 12 7 52 59 23 助 手 47 6 41 7 3 1 36 40 7 
43 教 授 12 6 6 12 10 2 43 教 授 21 10 11 19 2 18 3 
年 助 教 授 36 16 20 31 3 2 25 11 年 助 教 授 27 6 21 21 1 2 3 23 4 
度 専 任 講 師 10 6 4 9 1 7 3 度 専 任 講 師 18 18 14 1 2 1 16 2 
助 手 101 69 32 18 6 1 76 82 19 助 手 50 13 37 6 7 3 34 46 4 
44 教 授 19 8 11 17 2 13 6 44 教 授 11 4 7 8 1 2 9 2 
年 助 教 授 18 6 12 17 1 11 7 年 助 教 授 14 3 11 10 2 2 9 5 
度 専 任 講 師 19 8 11 17 1 15 4 度 専 任 講 師 15 1 14 10 5 11 4 
助 手 92 53 39 22 5 4 61 74 18 助 手 42 6 36 6 4 2 30 38 4 
45 教 授 22 15 7 22 12 10 45 教 授 7 3 4 6 1 6 1 
年 助 教 授 32 19 13 29 2 1 24 8 年 助 教 授 11 1 10 11 6 5 
度 専 任 講 師 11 6 5 10 1 8 3 度 専 任 講 師 16 3 13 10 2 1 3 15 1 
助 手 84 52 32 21 7 4 52 64 20 助 手 39 1 38 5 4 30 34 5 
46 教 授 21 10 11 19 2 11 10 46 教 授 11 5 6 10 1 10 1 
年 助 教 授 36 24 12 35 1 22 14 年 助 教 授 13 3 10 13 7 6 
度 専 任 講 師 6 3 3 5 1 5 1 度 専 任 講 師 5 5 3 1 1 3 2 
助 手 75 41 34 13 11 8 43 51 24 助 手 41 5 36 2 5 5 29 33 8 
教 授 94 52 42 89 5 63 31 教 授 53 23 30 46 5 2 45 8 
助 教 授 148 81 67 137 8 3 103 45 助 教 授 88 18 70 77 4 2 5 66 22 
計 専 任 講 師 58 28 30 50 5 3 44 14 計 専 任 講 師 69 4 65 45 5 5 14 58 11 






ω ω ∞ 
(3） 教育系学部 （大学院を置 く ） ： 照会数11 ： 回答数 B 回答率739彰 仏） 教育系学部 （大学院を置かな＇ ＼） ： 照会数44 ： 回答数32 ・ 回答率739杉
t完
ムー で
任用前の 所属 任 用 前 の 身 分 聞の措 計 項 目 任用前の 所属 任 用 前 の 身 分 任用 の方法
任用数
学 内｜ 学 外 A I B I c I D 非公募｜公 募 ＼ 任用数 学 内｜ 学 外 A I B I c I D 非公募｜公 募
42 教 授 4 4 4 4 42 教 授 36 25 11 31 5 29 7 
年 助 教 授 10 4 6 10  10 年 助 教 授 63 20 43 56 5 2 51 12 
度 専 任 講 師 5 1 4 5 5 度 専 任 講 師 106 10 96 76 5 7 18 69 37 
助 手 26 15 11 5 3 2 16 26 助 手 82 5 77 27 9 4 42 48 34 
43 教 授 10  7 3 7 3 10 43 教 授 33 28 5 31 1 1 32 1 
年 助 教 授 5 3 2 5 5 年 助 教 授 50 11 39 45 3 2 30 20 
度 専 任 講 師 5 1 4 5 3 2 度 専 任 講 師 84 6 78 62 6 3 13 47 37 
助 手 28 9 19 4 2 22 27 1 助 手 102 4 98 44 3 1 54 38 64 
44 教 授 7 7 7 7 44 教 授 39 36 3 39 38 1 
年 助 教 授 13 9 4 13 13 年 助 教 授 73 29 44 64 3 1 5 58 15 
度 専 任 講 師 2 2 2 2 度 専 任 講 師 75 13 62 52 4 4 15 46 29 
助 手 32 9 23 8 2 22 32 助 手 75 2 73 23 7 45 38 37 
45 教 授 4 3 1 4 4 45 教 授 32 26 6 31 1 27 5 
年 助 教 授 6 2 4 6 6 年 助 教 授 59 25 34 51 3 1 4 43 16 
度 専 任 講 師 4 2 2 2 2 4 度 専 任 講 師 77 13 64 62 3 7 5 43 34 
助 手 24 3 21 2 1 1 20 22 2 助 手 70 6 64 14 6 3 47 33 37 
46 教 授 5 4 1 5 5 46 教 授 36 29 7 35 1 34 2 
年 助 教 授 15 3 12 12 3 14 1 年 助 教 授 66 24 42 55 4 7 41 25 
度 専 任 講 師 5 1 4 2 1 2 2 3 度 専 任 講 師 78 9 69 49 4 8 17 41 37 
助 手 26 7 19 3 3 20 21 5 助 手 86 3 83 16 6 4 60 39 47 
｜ 教 授 30 25 5 27 3 30 教 授 176 144 32 167 8 1 160 16 
助 教 授 49 21 28 46 3 48 1 助 教 授 311 109 202 271 18  2 20 223 88 
言十 専 任 講 師 21 5 16 16 3 2 16 5 言十 専 任 講 師 420 51 369 301 22 29 68 246 174 





(5） 教 事監 部 ． 照会数34 ： 回答数24 ： 回答率71 %
5 調査対象
一一『 項目ム 職名 ＼
42 教 授
年 助 教 授
度 専 任 講 師
助 手
43 教 授
年 助 教 授
度 専 任 講 師
助 手
44 教 授
年 助 教 授
度 専 任 講 師
助 手
45 教 授
年 助 教 授
度 専 任 講 師
助 手
46 教 授
年 助 教 授






























1 12  














4 15  





12  25 
4 26 
4 17  
50 24 
72 123 
38 • 165 
20 92 
昭和42年度か ら46年度の期間中に， 教授， 助教授，
講師 （専任） お よ び助手に任用 さ れた者を ， 年度別，
職種別に調査し た。 な お ， 任用方法には採用以外に昇
任， 転任， 配置換等に よ る も の を含めた。
5 調査 ， 集計方法
国立， 公立大学の全ての（1）理学部 （文理学部， 理工
学部を含む） ' (2）教育学部 （学芸学部， 文教育学部を
含む） ' (3）教養部 （教養学部を含む） に調 査 を 依 頼
し ， 回答のあっ た も のにつ い て ， 理学部 と 教育学部は
大学院を置 く 学部 と ， 置かない学部に分け， 教養部は
分けな いで集計し た。
S 記入方法
1. 任用前の所属 ・ 同一大学内の者を昇任， 配置換等
の方法に よ っ て 任用 し た場合のほか， 自 大学卒業，
修士修了， 文は博士課程修了 （退学） と 同時に， 助
任 用 前 の 身 分 任用 の方法


































1 1 13 
1 
1 
3 3 8 
3 17  
1 
2 
2 3 1 1  
4 1 13  
2 1 
5 3 
8 1 1  48 
9 2 74 
13  
2児3 12 
23 1 5  
お 8 
27 2 




1 8  21 
23 12  
13  6 






12 18  




手等に採用 し た者は任用 前 の所属を 「学内」 に入れ
た。
2.  任用前の身分
A ： 教 員 … … 大学， 短大， 高専， 高校等の教員か ら
の 任用
B ： 教員以外の定職につ い て い た者か ら の任用
C :  O D · · · … オ ー λ ー ド ク タ ー か ら の採用
D ： 上記以外か ら の採用 … … （例） 大学院学生で修士
修 了 ， 博士退学後オ ー パ ー ド ク タ ー にな る ま でに
助手等に採用 さ れた者。 大学等を退職後定職につ
いていなかっ た者か ら の採用等。
- 26 一 399 
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E 教員 公 募 状況 調 査
(1） 理学系学部 （大学院を置 く ） 13学部
任用し よ う と した職名 ・ 人数 応募者数 応募倍率
教 授 24 172 7. 2 
助 教 授 31 222 7 . 2  
専 任 講 師 3 15 5 
助 手 27 245 9 . 1 
12） 理学系学部 （大学院を置かない） 12学部
任用し よ う と した職名 人数 ｜ 応募者数 l 応募倍率
教 授 2 14 7 
助 教 授 7 53 7. 6 
専 任 講 師 。 。
助 手 12 82 6 . 8  
(3） 教育系学部 （大学院を置 く ） 8 学節
任用し よ う と した職名 ・ 人数
教 授 。 。
助 教 授 3 15 5 
専 任 講 師 3 15 5 
助 手 8 13 1 .  6 
(4） 教育系学部 （大学院を置かな� ＼） 32学部
任用し よ う と した職名 人数 ｜応募者数 ｜ 応募倍率
教 授 33 75 2 . 3  
助 教 授 52 305 5 . 9 
専 任 講 師 46 314 6 . 8  
助 手 52 245 4 . 7  
400 
(5） 教 養 部 24教養部
任期し よ う と した職名 人数 ｜ 応募者数 ｜ 応募倍率
教 授 7 93 13 .3 
助 教 授 29 306 10 . 6 
専 任 講 師 22 201 9. 1 
助 手 4 21 5. 3 
参考事項
調査対象 昭和47年 6 月 1 日 を基準と して ， 過去 2
年間に公募に よ っ て任用し よ う と した職名
と人数およびその応募者数を調査した。
集計方法 「教授または助教授」 の よ う な公募につ
いての集計は， 実際に採用された職種の方
に応募者全員を算入した。
W 教員 欠 員状況 調 査
(1） 理学系学部 （大学院を置 く ） 13学部
＼＼ 欠員の理由に よ る分類欠員数
適られ任者ながいf与｜現中在選考｜｜検任用討方針中！｜その他＼ 
教 授 23 21 2 
助 教 授 36 2 25 4 5 
専任講師 1 1 
劫 手 38 26 2 10 





教 授 12 3 7 1 1 
助 教 授 5 5 
専任講師
助 手 8 5 3 
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教 授 24 6 16 1 1 
助 教 授 20 4 15 1 
専任務師 1 1 
助 手 5 1 4 





教 授 28 7 13 1 7 
助 教 授 33 7 16 2 8 
専任講師 5 1 1 3 
助 手 21 2 16 2 1 





教 授 10 6 4 
助 教 授 8 1 5 2 
専任講師 1 1 
助 手
参考事項
調査対象 昭和47年 6 月 1 日 現在の職種別欠員数と
欠員理由。
集計方法 欠員数のかぞえ方については， 例えば教
授の定員を使っ て ， すでに助教授をと っ て
いる場合には， その教授の定員は欠員には
数えなし 、。
V 授 業 担 当 状 況 調 査 （47年度）























｜学部 ｜大学院 ｜115 23 
118 
A弓時� 部
週担当時間（計） ｜同 （ 1 人当 り 平均）
3, 654 9 . 9  
2, 628 7 . 7 
408 7 . 2  
1 , 587 5 . 3 
1 .  5 
351 1 .  5 
(2） 理学系学部 （大学院を置かな＇＼） 12学部
＼＼ 
教 I l 週担
学





教 授 261 3 , 396 13 . 0 
助 教 授 244 2, 927 12 . 0 
専 任 講 師 69 747 10 . 8 











る 213 224 1 . 1  
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週担当時間間 ｜同 （ 1 人当 り 平均）
3 , 933 10 . 7 
2, 923 8. 6 
276 4 . 9  
518 1 .  7 
2 . 4  
〔91〕 0 . 9  1 1 1  
401 
(3） 教育系学郡 （大学院 を置 く ） 8 学留
＼＼＼＼＼ 教 授助 教 授専 任 講 師助 手
集非中常講勤義で講な師い集非中常講勤義に講よ師る
教 員 数
91 94 10 (25) 34 ｜学部 ｜大学院 ｜237 111 
京 大 広 範
点てM「ら 部週担当時間（計） ｜同 （ 1 人当 り 平均）
563 6. 2 595 6 . 3 62 6. 2 51 2. 0 
1 .  3 1 . 2 
性） 教育系学部 （大学院を 置かない） 32学部
＼＼｜ 教 員 数 l 週担学当時間間同（ 1 人当 り部平均）
教 授 1 . 342 15, 014 1 1 . 2 助 教 授 1 . 307 15, 327 1 1 . 7 専 任 講 師 442 4, 776 10 . 8 助 手 (225) 1 . 918 8. 5 302 集非中常講勤義で講ない師 ｜ ｜ 2. 6 集非中常講義勤に講よ師る I 1 . 2 
(5） 教 養 部 24教養部
� 教 員 数 ｜ 週間関吋（ 1 人当 り 平均）
教 授 491 4, 310 8. 8 助 教 授 535 4, 783 8. 9 専 任 講 師 171 1 , 491 8. 7 助 手 (41) 354 8. 6 106 集非中常講勤義で務な師い ｜ ｜ 3 . 5 集非中常講勤義に講よ師る ｜  54 102 1 . 9 
参考事項
大 弓... ト£， 院週担当時間（計） ｜同（ 1 人当 り 平均）〔32〕 5. 1 466 (32〕 3 . 8 354 〔4〕 3. 0 30 
95 0 . 9 (18) 1 . 3 36 
1 . 助手の教員数欄には， 助手の う ち授業を担当している者を， （ ） 内に内数で示し ， 週担当時間 （ 1 人当り 平均） は， この内数で、除した。
402 
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VI 教 員 任 用 等 に 関 す る 調 査
。大学院を置く もの
② 教員の任用における問題点 ③ 研究環境についての不満
選 定 講座制特に 人









足考 員 材 三正事交 究 宅 究究 設方 不 不 条 隔 事 3旅 設
法 足 足 の流 遇 ｛牛 地 情 はまE 備 の
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(2) 教育系学都 。大学院を置 く も の�－－－－－－旦竺空一 ① 教員定員について の不満 ② 教員の任用におけ る 問題点 ③ 研究環境についての不満


















大iす予る 車E任足 手足 完は 考 員 材 三正事交 究 宅 究究 設教 定 全学 方 不 不 条 隔 事 支四旅 設・員 員 講科 学科不足大学名 の の 座 目 法 足 足 の流 遇 件 地 情 は費 備 の
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② 教員の任用におけ る 問題点
定
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